
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、『
サ

ザ
エ
さ
ん
』
に
は
井
戸
や
ネ
ズ
ミ

捕
り
と
い
っ
た
当
時
の
イ
ン
フ
ラ

や
生
活
道
具
か
ら
、
配
給
、
大
学

紛
争
と
い
っ
た
社
会
情
勢
や
社
会

問
題
、
大
阪
万
博
、
東
京
五
輪
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
ま
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
昭
和
世
代
に

は
見
知
っ
た
も
の
で
も
、
平
成
・

令
和
世
代
は
知
ら
な
い
、
見
た
こ

と
が
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
こ
う
し
た
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
つ
つ
『
サ

ザ
エ
さ
ん
』
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
制
作
し
た
の

が
、『「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
昭
和
図

鑑
』
で
す
。

　
す
で
に
手
に
取
っ
た
読
者
か
ら

は
「
90
歳
の
母
が
懐
か
し
い
と
泣

き
な
が
ら
読
ん
で
い
る
」
と
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昭
和
世

代
が
当
時
を
振
り
返
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
昭
和
を
知
ら
な
い
世
代

も
昭
和
を
理
解
し
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
一
冊
で
す
。「
敬
老
の
日
」

の
贈
り
も
の
と
し
て
、
平
成
・
令

和
世
代
が
「
昭
和
を
知
る
、学
ぶ
」

資
料
と
し
て
も
最
適
で
す
。
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
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け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

厳
し
い
け
れ
ど
実
は
誰
よ
り
も

家
族
思
い
の
お
父
さ
ん
（
波
平
）、

家
族
を
支
え
る
や
さ
し
く
て
働
き

者
の
お
母
さ
ん
（
フ
ネ
）、
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
だ
け
ど
明
る
く
て

朗
ら
か
な
長
女
（
サ
ザ
エ
）
と
真

面
目
な
夫
（
マ
ス
オ
）
に
わ
ん
ぱ

く
な
息
子
（
タ
ラ
オ
）、
い
た
ず

ら
好
き
だ
け
ど
お
年
寄
り
や
女

性
に
や
さ
し
い
長
男
（
カ
ツ
オ
）、

お
し
ゃ
ま
で
空
想
好
き
な
次
女

（
ワ
カ
メ
）、
そ
し
て
た
ま
に
顔
を

出
す
調
子
の
い
い
従
弟
（
ノ
リ
ス

ケ
）
…
… 

時
代
が
変
わ
ろ
う
と

も
読
者
が
登
場
人
物
の
誰
か
し
ら

に
感
情
移
入
で
き
る
構
成
で
す
。

　
そ
し
て
「
時
代
性
」。『
サ
ザ
エ

さ
ん
』
は
新
聞
漫
画
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
当
時
に
起
き
た

「
事
件
」
や
「
時
代
背
景
」「
流
行
」

と
い
っ
た
「
時
代
性
」
が
色
濃
く

み
な
ら
ず
『
い
じ
わ
る
ば
あ
さ

ん
』『
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん
』な
ど
、

読
め
ば
誰
も
が
笑
い
、
ほ
っ
こ
り

す
る
漫
画
を
多
数
生
み
出
し
、
戦

前
、
戦
後
、
そ
し
て
現
在
に
い
た

る
ま
で
人
々
の
心
を
照
ら
し
続
け

て
い
ま
す
。

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』は
１
９
４
６（
昭

和
21
）年
か
ら『
夕
刊
フ
ク
ニ
チ
』

に
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
か

ら
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
か

け
て
は
朝
日
新
聞
紙
上
で
連
載
さ

れ
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ
た
作
品
は

単
行
本
に
し
て
68
巻
を
数
え
ま

す
。
そ
の
作
品
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
読
む
た
び
に
感
じ
る
の
が
、
い

つ
読
ん
で
も
共
感
で
き
る
「
普
遍

性
」
と
、
描
か
れ
た
時
代
を
伝
え

る
「
時
代
性
」
で
す
。

「
普
遍
性
」
と
は
？  

「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
の
登
場
人
物
、
磯
野
家
の

面
々
を
見
れ
ば
わ
か
っ
て
い
た
だ

「
敬
老
の
日
」
に
本
の
贈
り
も
の

を
お
考
え
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
す

す
め
し
た
い
の
が
『「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
の
昭
和
図
鑑
』
で
す
。
昭
和

20
～
40
年
代
に
新
聞
紙
上
で
連
載

さ
れ
た
４
コ
マ
漫
画
『
サ
ザ
エ
さ

ん
』
を
202
本
収
録
し
、
各
漫
画
に

描
か
れ
た
当
時
の
衣
食
住
や
社
会

情
勢
を
、
貴
重
な
白
黒
写
真
と
と

も
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
が
『
サ

ザ
エ
さ
ん
』
と
聞
い
て
思
い
浮
か

べ
る
の
は
漫
画
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
と
も
日
曜
日
の
夕
方
に
放
送

さ
れ
て
い
る
ア
ニ
メ
で
し
ょ
う

か
。
昭
和
30
年
代
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
な
ら
圧
倒
的
に
「
新
聞
の
４

コ
マ
漫
画
」
＝
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
作
者
は
昭
和
を
代
表
す
る
漫
画

家
・
長
谷
川
町
子
（
１
９
２
０
～

１
９
９
２
）。『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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Ｒ
Ａ
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著
者
名

書

名

定

価

出

版

社

黒
柳　

徹
子

続　
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

一
六
五
〇
円
講

談

社

角
野　

栄
子

月
さ
ん
と
ザ
ザ
さ
ん

一
四
三
〇
円
小

学

館

井
上　

荒
野

照
子
と
瑠
衣

一
七
六
〇
円
祥

伝

社

西
條　

奈
加

姥
玉
み
っ
つ

一
七
六
〇
円
潮
出
版
社

信
友　

直
子（
作
）

吉
田　

尚
令（
絵
）
お
と
う
さ
ん
は
１
０
３
さ
い

一
七
六
〇
円
さ
・
え
・
ら
書
房

谷
川
俊
太
郎
、ブ
レ
イ
デ
ィ

み
か
こ
、
奥
村
門
土（
絵
）

そ
の
世
と
こ
の
世

一
七
六
〇
円
岩
波
書
店

樋
口　

恵
子

老
い
の
上
機
嫌

一
六
五
〇
円
中
央
公
論
新
社

石
井　

哲
代

中
国
新
聞
社

１
０
３
歳
、名
言
だ
ら
け
。な
ー
ん
ち
ゃ
っ
て

一
四
三
〇
円
文
藝
春
秋

佐
藤　

愛
子

人
生
は
美
し
い
こ
と
だ
け
憶
え
て
い
れ
ば
い
い

八
八
〇
円
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

養
老　

孟
司

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

一
七
六
〇
円
筑
摩
書
房

和
田
秀
樹
、に
ゃ
ん
と
ま

た
旅（
ね
こ
ま
き
）（
絵
）

老
い
を
楽
し
む
人
生
の
言
葉

一
四
八
五
円
Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

木
村　

美
幸

１
０
０
歳
で
夢
を
叶
え
る

一
七
六
〇
円
晶

文

社

群　

よ
う
こ

老
い
て
お
茶
を
習
う

一
八
七
〇
円
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

野
口
悠
紀
雄

８
３
歳
、
い
ま
何
よ
り
勉
強
が
楽
し
い

一
六
五
〇
円
サ
ン
マ
ー
ク
出
版

牧　

壮

増
田　
由
紀
老
い
て
こ
そ
、
ス
マ
ホ

一
六
五
〇
円
主
婦
と
生
活
社

横
山
タ
カ
子
わ
た
し
が
元
気
な
の
は
こ
れ
を
食
べ
て
い
る
か
ら

一
七
六
〇
円
家
の
光
協
会

米
山
久
美
子

シ
ニ
ア
の
手
間
な
し
栄
養
ご
は
ん

一
五
九
五
円
主
婦
の
友
社

荻
野 

恭
子

１
０
３
歳
の
食
卓

一
六
五
〇
円
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

長
谷
川
町
子 

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
編
集
部（
編
） 「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
昭
和
図
鑑

一
六
五
〇
円
朝
日
新
聞
出
版

淡
谷
の
り
子

早
川　

茉
莉（
編
）
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
な
り
た
い

一
七
六
〇
円
河
出
書
房
新
社

坂
本　

龍
一

ぼ
く
は
あ
と
何
回
、
満
月
を
見
る
だ
ろ
う

二
〇
九
〇
円
新

潮

社

石
黒　

謙
吾
犬
が
看
取
り
、猫
が
お
く
る
、し
あ
わ
せ
の
ホ
ー
ム

一
七
六
〇
円
光

文

社

井
形　

慶
子

最
後
は
住
み
た
い
町
に
暮
ら
す

一
八
七
〇
円
集

英

社

島
田
潤
一
郎

長
い
読
書

二
五
三
〇
円
み
す
ず
書
房

「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
書
目
一
覧

2024 敬老の日読書のすすめ
心ゆたかに生涯読書

「
２
０
２
４ 

敬
老
の
日
読
書
の
す
す

め
」
は
、
各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動

協
議
会
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
〝
敬
老
の
日

（
高
齢
者
）
に
す
す
め
る
本
〟
の
推
薦

書
目
を
も
と
に
、
公
益
社
団
法
人 

読

書
推
進
運
動
協
議
会
事
業
委
員
会
で
24

点
の
本
を
推
薦
図
書
に
選
定
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
製
作
し
、
全
国
の
公
共
図
書

館
や
有
力
書
店
に
配
布
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
40
の
読
進
協
か
ら
、
83
点

の
書
目
の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
も
多
く
の
推
薦
が
あ
っ
た
の

は
、樋
口
恵
子
の『
老
い
の
上
機
嫌
』で
、

５
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦
が
あ
り
ま
し

た
。
つ
い
で
、
黒
柳
徹
子
の
『
続　
窓

ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
と
木
村
美
幸

の『
100
歳
で
夢
を
叶
え
る
』、石
井
哲
代
、

中
国
新
聞
社
の
『
103
歳
、名
言
だ
ら
け
。

な
ー
ん
ち
ゃ
っ
て
』
が
４
つ
の
読
進
協

か
ら
推
薦
が
あ
り
、
人
気
を
集
め
ま
し

た
。

　
今
回
は
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
料
理

の
レ
シ
ピ
集
、
ス
マ
ホ
の
活
用
術
な
ど

実
用
的
な
内
容
の
作
品
も
選
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　
事
業
委
員
会
の
書
目
選
考
基
準
は
、

①
各
出
版
社
１
点　
②
複
数
県
推
薦
書

目
の
検
討　
③
対
象
読
者
向
き
か　
④

そ
の
ほ
か
各
委
員
が
特
別
に
推
薦
し
た

い
書
目
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
。
メ
ー

ル
で
の
投
票
と
意
見
交
換
を
行
い
、
最

終
的
に
委
員
会
全
体
で
24
点
を
確
認
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
推
薦
図
書
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、13
万
５
０
０
０
部
を
製
作
。

各
都
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会

や
中
央
図
書
館
を
通
じ
て
各
公
共
図
書

館
に
、
取
次
会
社
を
通
じ
て
全
国
の
書

店
に
配
布
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
展

示
用
ポ
ッ
プ
の
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
も

あ
り
ま
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
多
少
の
予
備
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
早

め
に
当
事
務
局
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☎
０
３
―
５
２
４
４
―
５
２
７
０

ＦＡＸ
０
３
―
５
２
４
４
―
５
２
７
１

e-nail　

info@
dokusyo.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.dokusyo.or.jp/

今年はちょい渋な赤茶色です
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「
読
書
週
間
」
開
催
に
つ
い
て
の
お
願
い

２
０
２
４
・
第
78
回

《
行
事
内
容
》

●「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰（
第

57
回
）」
の
実
施

●
「
野
間
読
書
推
進
賞
（
第
54
回
）」

贈
呈
式
開
催

●
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
広
報
文
書
配
布

（
公
共
図
書
館
、
全
国
の
小
・
中
・
高

等
学
校
図
書
館
、書
店
、関
係
出
版
社
、

報
道
機
関
な
ど
）

●
そ
の
他
、
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動

協
議
会
、関
係
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、

各
種
行
事
実
施
の
推
進

《
各
種
機
関
へ
お
願
い
の
行
事
内
容
》

●
公
共
図
書
館
、
公
民
館
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
学
校
図
書
館
な
ど
に
お
い

て
「
読
書
研
究
会
」「
読
書
の
つ
ど
い
」

「
作
家
・
評
論
家
に
よ
る
講
演
会
」「
図

書・雑
誌
展
示
会
」「
著
者
を
か
こ
む
会
」

な
ど
の
開
催
。「
読
書
感
想
文
・
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

●
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に

よ
る
道
府
県
単
位
の
「
読
書
大
会
」
な

ど
の
開
催

●
出
版
社
、新
聞
社
、放
送
局
、文
化
団

体
な
ど
に
よ
る
、
被
災
害
地
域
、
児
童

養
護
施
設
、
矯
正
施
設
な
ど
へ
向
け
た

「
図
書
・
雑
誌
の
寄
贈
運
動
」
の
実
施

　
公
益
社
団
法
人 
読
書
推
進
運
動
協

議
会
は
、
恒
例
の
秋
の
行
事
「
読
書
週

間
」
を
、
本
年
も
主
催
い
た
し
ま
す
。

　
例
年
同
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
期
間

中
お
よ
び
そ
の
前
後
を
通
じ
、
自
由
な

発
想
に
よ
る
企
画
を
多
数
お
進
め
い
た

だ
き
、
こ
の
運
動
の
実
効
が
あ
が
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
『
こ
の
一
行
に
逢
い

に
き
た
』
で
す
。
期
間
中
関
係
各
位
に

よ
っ
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
行
事

は
、
こ
の
標
語
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
数
年
で
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
や
学
校
教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
が
進
み
、
読
書
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

対
面
で
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書
会
の
魅

力
、
書
店
や
図
書
館
で
リ
ア
ル
に
本
を

選
ぶ
楽
し
さ
も
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。図
書
館
で
の
各
種
行
事
、「BO

O
K 

M
EETS N

EXT

」
な
ど
出
版
界
・

書
店
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、「
読

書
週
間
」
が
紙
・
電
子
を
問
わ
ず
、
本

を
通
じ
て
人
と
ふ
れ
あ
い
、
世
界
が
広

が
る
よ
ろ
こ
び
を
、
多
く
の
方
に
実
感

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
は
、
下
記
の
４
項
目
を
「
読
書

週
間
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。

⑴　
国
民
す
べ
て
に

　
　
読
書
を
す
す
め
る
運
動

「
秋
・
読
書
週
間
に
、
ぜ
ひ
、
一
冊
の

本
を
」
が
活
動
の
原
点
で
す
。「
読
書

週
間
」
は
、
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

す
べ
て
の
世
代
の
人
た
ち
に
本
に
親
し

む
き
っ
か
け

﹅

﹅

﹅

﹅

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
書
店
や

図
書
館
で
一
冊
の
本
を
手
に
取
っ
て
み

る
、
そ
ん
な
展
示
や
行
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

⑵　
と
く
に
青
少
年
に

　
　
読
書
を
す
す
め
る
運
動

　
い
つ
の
時
代
も
「
子
ど
も
が
本
を
読

ま
な
く
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
受
験
戦
争
に
加
え
、
映

像
や
電
子
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
発
達
で
、

ま
す
ま
す
子
ど
も
た
ち
の
「
読
書
」
の

時
間
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
で
も
、

そ
れ
を
動
か
す
主
役
が
人
間
で
あ
る
以

上
、
活
字
文
化
は
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア

の
基
礎
で
す
。
と
く
に
幼
少
時
か
ら
青

少
年
時
に
お
い
て
の
本
と
の
つ
き
あ
い

が
重
要
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
こ
の

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑶　
読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進

　
現
在
、全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ（
読
書

会
、文
庫
、実
演
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
は

約
１
万
１
７
０
０
あ
り
ま
す
（
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会

『
２
０
２
３
年
度 

全
国
読
書
グ
ル
ー
プ

調
査
』
よ
り
）。
グ
ル
ー
プ
読
書
は
読

書
の
楽
し
み
、
大
切
さ
を
広
め
る
こ
と

で
深
い
意
義
を
持
ち
ま
す
。
公
益
社
団

法
人 
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
「
読

書
週
間
」の
期
間
中
に
「
野
間
読
書
推

進
賞
」と「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表

彰
」を
実
施
し
、全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

⑷　
家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
、

　
　
職
場
文
庫
の
充
実

　
読
書
は
身
近
な
場
所
に
本
が
豊
か
に

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
地
域
の
公

共
図
書
館
が
充
実
し
、
読
書
グ
ル
ー
プ

や
家
庭
文
庫
、
地
域
文
庫
が
数
多
く
作

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
図
書
館
や
文
庫

を
支
え
る
地
域
の
書
店
の
活
躍
が
、
本

の
文
化
を
支
え
、
ひ
い
て
は
日
本
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
私
た
ち
は

信
じ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
７
月
29

日
に
公
布
さ
れ
た
「
文
字
・
活
字
文
化

振
興
法
」
に
よ
り
、
10
月
27
日
が
「
文

字
・
活
字
文
化
の
日
」
と
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
読
書
週
間
」と
と
も
に
、「
文

字
・
活
字
文
化
の
日
」
も
お
お
い
に
広

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
記

名
称
＝
２
０
２
４
・
第
78
回

　
　
　
読
書
週
間

主
催
＝
公
益
社
団
法
人

　
　
　
読
書
推
進
運
動
協
議
会

　
　

 

（
主
要
構
成
団
体
＝
日
本
書
籍
出

　
　
　
版
協
会
、
日
本
雑
誌
協
会
、
教

　
　
　
科
書
協
会
、
日
本
出
版
取
次
協

　
　
　
会
、
日
本
図
書
館
協
会
、
全
国

　
　
　
学
校
図
書
館
協
議
会
、
日
本
書

　
　
　
店
商
業
組
合
連
合
会
）

後
援
＝
文
部
科
学
省

期
間
＝
10
月
27
日
㈰
か
ら
11
月
９
日

　
　
　
㈪
ま
で

標
語
＝
こ
の
一
行
に
逢
い
に
き
た

読書推進運動協議会
公式 X（旧 Twitter）
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昨年度に開催された「絵本ワールド
in 京葉」のテープカット

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告
が
あ
り
、

日
本
児
童
図
書
出
版
協
会
、
出
版
文

化
産
業
振
興
財
団
と
共
催
の
「
上
野

の
森 

親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
と
、

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
事
業
を
中
心
に
報

告
、
承
認
さ
れ
た
。
議
事
２
と
し
て
、

「
２
０
２
３
年
度 

収
支
決
算
書
」
に
つ

い
て
、
明
細
も
含
め
た
説
明
が
あ
り
、

監
査
役
よ
り
適
正
な
手
続
き
で
監
査
を

行
い
完
了
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
、

収
支
決
算
書
も
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
３
の「
２
０
２
４
年
度 
収
支
予

算
書
」の
説
明
を
行
っ
た
。「
上
野
の
森 

親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
拠

出
金
、
絵
本
ワ
ー
ル
ド
事
業
な
ど
を
中

心
に
、
２
０
２
３
年
度
と
ほ
ぼ
同
等
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

承
認
さ
れ
た
。さ
ら
に
そ
の
他
と
し
て
、

２
０
２
３
年
５
月
４
日
（
土
祝
）・
５

日
（
日
祝
）
開
催
の
「
上
野
の
森 

親

子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」で
は
、

来
場
者
数
、
売
上
金
額
と
も
に
前
年
よ

り
増
加
し
た
し
た
こ
と
や
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
合
理
化
を
す
す
め
て
い
る
こ

と
、
な
ど
を
報
告
し
た
。

　
最
後
に
構
成
各
団
体
よ
り
活
動
報
告

が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　
７
月
12
日
㈮
、
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
「
子

ど
も
の
読
書
推
進
会
議
」
の
２
０
２
４

度 

第
１
回 

総
会
が
行
わ
れ
た
。
推
進

会
議
を
構
成
す
る
各
団
体
か
ら
24
名
の

委
員
が
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
体
の
事

務
局
は
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
務

め
て
い
る
。

　
総
会
の
冒
頭
、
野
間
省
伸
推
進
会
議

代
表
は
議
長
と
し
て
の
挨
拶
で
、「
読

書
を
と
り
ま
く
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
な
か
、
読
書
推
進
活
動
の
現

場
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
１
と
し
て
、
事
務
局
よ
り

　
日
本
書
籍
出
版
協
会
・
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
が
主
催
し
、
出
版
物
に
つ
い

て
印
刷
、
製
本
、
装
幀
、
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
、
顕
彰

す
る
第
57
回「
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
受
賞
作
品
が
発
表
さ
れ
た
。
審
査
会

は
６
月
４
日
に
行
わ
れ
、
２
０
２
３
年

に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
書
籍
が
対
象
、

応
募
が
あ
っ
た
185
者
327
点
の
な
か
か
ら

各
賞
21
点
が
選
出
さ
れ
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
後
援

団
体
賞
と
し
て
「
読
書
推
進
運
動
協

議
会
賞
」
を
毎
回
１
点
選
出
し
て
い

る
。
数
多
い
応
募
書
籍
の
な
か
か
ら
、

白
い
立
体
装
幀
、
坂
田
阿
希
子
氏
著

の
『RESTAU

RAN
T B RECIPE 

BO
O

K
』（
文
化
出
版
局
）
を
選
ん
だ
。

　
人
気
の
料
理
家
で
あ
る
著
者
が
、
架

空
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
想
定
。
パ
ワ
ー
ブ

レ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
、
ス
ー
プ
、
サ
ラ

ダ
や
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
な
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
か
ら
ス
イ
ー
ツ
ま
で
、
ま
る

で
実
在
の
人
気
店
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
そ
の
レ
シ
ピ

で
は
、
こ
ち
ら
は
実
在
の
人
気
ト
ー
ス

タ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「BALM

U
DA

」
を

使
用
す
る
と
い
う
、
な
ん
と
も
手
の
込

ん
だ
、
に
や
り
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な

企
画
性
だ
。

　
ま
ず
は
そ
の
企
画
性
を
評
価
し
た
わ

け
だ
が
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か

ら
も
、
カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
思
わ
せ

る
カ
バ
ー
や
、
レ
シ
ピ
の
ペ
ー
ジ
と
料

理
の
ペ
ー
ジ
で
つ
く
り
を
か
え
る
な

ど
、
と
て
も
気
が
き
い
て
い
る
。
そ
し

て
料
理
写
真
は
な
が
め
て
い
る
だ
け
で

気
分
が
よ
く
な
る
美
し
さ
だ
。

　
て
い
ね
い
に
調
理
さ
れ
た
お
い
し
い

食
べ
も
の
を
い
た
だ
く
時
間
に
は
、
良

書
を
味
わ
う
楽
し
み
と
共
通
す
る
部
分

が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
。

　
今
回
の
「
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
３
賞
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞

『Je suis là 

こ
こ
に
い
る
よ
』（
月
と

コ
ン
パ
ス
）、
東
京
都
知
事
賞
『
鍵
の

か
か
っ
た
文
芸
誌
』（
菊
池
拓
哉
）、
経

済
産
業
大
臣
賞
『
心
臓
』（
ふ
げ
ん
社
）

が
選
ば
れ
た
。
他
の
賞
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
公
式
サ
イ
ト

を
参
照
の
こ
と
。

　
入
賞
作
品
は
、ド
イ
ツ・ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
の
「
世
界
で
最
も
美
し
い
本
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
日
本
を
代
表
し
て
出
品
さ

れ
、 

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
展
示
さ
れ
る
。
贈
呈
式
は

９
月
30
日
㈪
に
出
版
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ

る
。
ま
た
、
９
月
30
日
㈪
か
ら
11
月
２

日
㈯
の
予
定
で
、
第
57
回 

造
本
装
幀

コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
を
は
じ
め
全

応
募
作
品
327
点
が
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
・

ク
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
公
開
展
示
さ
れ
る
。

●
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
公
式
サ
イ
ト

h
ttps://w

w
w

.jbpa.or.jp/
zohon/zohon-w

inning.htm
l

読書推進運動協議会賞
『RESTAURANT B RECIPE BOOK』

左より『Je suis là ここにいるよ』
『鍵のかかった文芸誌』『心臓』

■
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
」
総
会 

開
催

「
上
野
の
森
親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
の

成
功
を
報
告

■
「
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
決
定

架
空
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
レ
シ
ピ
本
に

当
会
賞
を
贈
呈
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県
内
の
み
な
ら
ず
、
岩
手
県
や
茨
城
県

か
ら
も
参
加
者
が
あ
る
人
気
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。

　

同
じ
く
絵
本
作
家
の
山
本
孝
さ
ん

は
、
自
作
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た

後
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
、
大
人
た

ち
と
一
緒
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お

ば
け
を
つ
く
ろ
う
」
を
行
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
、
山
本
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
好
き
な
お
化
け
を

作
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
お
化
け
が
さ
ま

ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
完
成
。
自

分
の
ア
イ
デ
ア
で
自
由
に
創
造
を
す
る

楽
し
さ
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
ひ

び
い
て
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

場
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と
の
撮
影

会
、
絵
本
専
門
士
ゆ
う
く
ん
の
読
み
聞

か
せ
、
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
ろ
こ
ぶ
企

画
も
数
多
く
行
わ
れ
、
遠
方
か
ら
の
来

場
者
も
含
め
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
約

１
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　
七
夕
の
季
節
の
福
島
で
、
作
家
と
直

接
会
う
こ
と
や
、
数
多
く
の
本
と
ふ
れ

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
一
日
だ
っ
た
。

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
ふ
く
し
ま

２
０
２
４ 

絵
本
と
作
者
と
子
ど
も
の

広
場
」
が　
７
月
６
日
㈯
、
福
島
県
須

賀
川
市
の
須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

tette

で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
２
月
に

も
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ
て
好
評
だ
っ

た
が
、
約
５
か
月
ぶ
り
に
再
度
実
施
の

運
び
と
な
っ
た
。
今
回
も
絵
本
の
販
売

の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
む
け
て
多
彩

な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
絵
本
作
家
の
岡
田
千
晶
さ
ん
の
パ
ー

ト
で
は
、
講
演
で
絵
本
が
で
き
る
ま
で

を
テ
ー
マ
に
話
を
し
、
そ
の
後
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
参
加
者
と
「
色
鉛

筆
で
色
塗
り
体
験
」
を
行
っ
た
。
福
島

「おばけをつくろう」では自作の
お化けを手に山本さんと記念撮影

「子どもとの絵本のひとときや、そ
の思い出の写真」を、SNS で募集
した、ＮＰＯブックスタート「第３回
いっしょにえほん写真コンテスト
2024」の受賞作品 25 点が発表さ
れました！
　応募総数は 247 点。選りすぐり
の受賞作より、一部をご紹介します。

〈第３回 いっしょにえほん写真コンテスト 2024〉選者　＊五十音順
　かさいまり さん　絵本作家・日本児童出版美術家連盟 理事長
　金柿秀幸 さん　絵本ナビ代表
　きなこさん　フォトグラファー・インスタグラマー
　NPO ブックスタート事務局

●写真の著作権は、受賞者（撮影者）に帰属します。
●下記のサイトに、すべての入賞作品が掲載されて    
　います。
　https://www.bookstart.or.jp/

⬆入選
だんご３兄弟♡さん

（神奈川県）

➡入選
村佐 飛鳥さん

（大阪府）

NPO ブックスタート主催
「第3回 いっしょにえほん

写真コンテスト2024」
発表！

■
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
ふ
く
し
ま
」
開
催

会
場
は
絵
本
と
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
！

⬆選者賞（きなこ賞）
はーこ さん
（大阪府）

➡大賞　sachimago さん（沖縄県）
大賞は、イラストレーターの山口みれい
さんがイラスト（上）に！

選者賞➡
（NPOブックスタート賞）

秋山 俊介 さん
（宮城県）
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伊
平
屋
小
学
校

メ
ル
ヘ
ン
隊 優

良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑻

　
２
０
２
３
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

図
書
館
の
「
お
は
な
し
会
」
で
語
っ
た

り
、
保
育
所
や
福
祉
施
設
な
ど
で
も

語
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
布
の
絵
本
グ
ル
ー
プ

「
ち
く
ち
く
チ
ョ
ッ
キ
ン
」
の
み
な
さ

ん
が
「
岩
美
の
み
ん
わ
」
の
布
の
絵
本

を
作
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
な
り
、
今

は
こ
の
布
の
絵
本
も
使
っ
て
、
目
と
耳

で
民
話
の
伝
承
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
冊
子
も
町
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
２
０
１
４
年
に
『
う
ち
げ
の
昔
ば

　
わ
た
し
た
ち
「
岩
美
み
ん
わ
を
語
る

会
」
は
２
０
０
６
年
に
岩
美
の
民
話

に
興
味
の
あ
る
３
人
で
集
ま
り
、
翌

２
０
０
７
年
に
会
を
発
足
、
さ
ら
に
１

名
の
参
加
が
あ
り
、
４
名
で
ス
タ
ー
ト

を
し
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
現
地
に
出
向
い
て
地
域
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
見
た

り
聞
い
た
り
し
て
岩
美
に
伝
わ
る
民
話

を
採
取
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
早
く
始

め
て
い
れ
ば
数
多
く
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
知
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
高
齢
に
な
っ
て
お
ら
れ
す

べ
て
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
残

念
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
起
こ

し
に
も
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
目
か

ら
う
ろ
こ
の
連
続
蒐
集
で
し
た
。
同
時

に
民
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

岩
美
み
ん
わ
を
語
る
会

鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町

〈
推
薦
〉

鳥
取
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

片
村　

俊
子

　
７
月
11
日
㈭
、
東
京
都
千
代
田
区
の

日
比
谷
図
書
文
化
館
で
「
出
版
情
報
交

換
会
〝
は
じ
め
の
一
歩
〟
か
ら
始
め
ま

せ
ん
か
‼
（
主
催
＝
千
代
田
区
立
千

代
田
図
書
館
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
情
報
交
換
会
は
、
書
店
・
図
書

館
・
出
版
者
の
３
者
が
新
た
な
関
係
を

構
築
す
る
一
歩
と
し
て
「
出
版
社
に
よ

る
図
書
館
の
蔵
書
欠
本
調
査
」
を
紹
介

し
、今
後
の「
実
の
あ
る
交
流
」を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

　
開
会
主
旨
の
説
明
は
、
千
代
田
図
書

館
館
長
の
小
出
元
一
さ
ん
。こ
れ
ま
で
、

千
代
田
図
書
館
は
出
版
社
と
の
情
報
交

換
会
を
重
ね
て
き
た
が
、
一
回
ご
と
に

テ
ー
マ
を
語
り
あ
っ
て
終
わ
る
の
で
は

な
く
、
ひ
と
つ
の
目
標
を
持
っ
て
継
続

す
る
こ
と
で
、
た
が
い
に
協
力
し
あ
え

る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
テ
ー
マ
と
し

て
「
欠
本
調
査
」
が
有
効
と
考
え
た
。

実
際
に
有
斐
閣
に
協
力
を
仰
ぎ
、
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、「（
情
報
が
古
い
な
ど
）

利
用
に
適
さ
な
い
資
料
が
多
く
あ
っ
た

こ
と
に
驚
い
た
。
利
用
者
が
求
め
る
基

本
資
料
の
収
集
、
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル

向
上
に
つ
な
が
っ
た
」「
か
な
り
手
間

が
か
か
る
作
業
な
の
で
、
出
版
社
・
図

書
館
が
対
応
で
き
る
の
か
、
会
場
か
ら

の
意
見
が
ほ
し
い
」
と
、
語
っ
た
。

　
な
お
、
千
代
田
図
書
館
と
有
斐
閣
が

協
力
し
て
行
っ
た
欠
本
調
査
の
方
法
は

以
下
の
と
お
り
。

①
千
代
田
図
書
館
所
蔵
の
有
斐
閣
資
料

を
リ
ス
ト
に
し
て
、
有
斐
閣
へ
渡
す
。

こ
の
際
、
図
書
館
の
収
蔵
方
針
に
つ
い

て
も
説
明
。

②
有
斐
閣
は
リ
ス
ト
の
う
ち
、
情
報
が

古
い
な
ど
利
用
に
適
さ
な
い
資
料
を

「
除
籍
推
奨
」
と
し
て
、
ま
た
、
利
用

し
に
く
い
が
資
料
的
価
値
が
あ
る
も
の

を
「
閉
架
推
奨
」、
新
版
が
で
て
い
る

も
の
を
「
買
替
推
奨
」
と
し
て
千
代
田

■
千
代
田
図
書
館
が
情
報
交
換
会
を
開
催

図
書
館
、
出
版
、
書
店
の

新
し
い
協
力
関
係
を
模
索
す
る

菊池壮一さんによる欠本調査の説明

図
書
館
へ
回
答
す
る
。

③
有
斐
閣
の
回
答
を
元
に
、
千
代
田
図

書
館
が
蔵
書
構
成
を
検
討
す
る
。

　
次
に
、
出
版
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
菊
池

壮
一
さ
ん
が
、
提
案
講
演
「
出
版
社
と

図
書
館
の
結
び
目
─
は
じ
め
の
一
歩
」

で
、
売
上
減
少
、
書
店
激
減
な
ど
問
題

が
山
積
す
る
出
版
界
の
再
興
に
は
「
図

書
館
と
出
版
界
の
連
携
が
必
要
。
そ
の

一
歩
と
し
て
の
欠
本
調
査
で
の
協
力

を
」
と
、
千
代
田
図
書
館
の
取
組
を
評

価
し
た
。
ま
た
、図
書
館
、地
元
書
店
、

学
校
・
大
学
、
出
版
社
が
協
力
し
て

「
贈
り
た
い
本
大
賞
」「
や
ま
読
ラ
リ
ー
」

な
ど
を
行
っ
て
い
る
、
山
梨
県
の
「
や

ま
な
し
読
書
活
動
促
進
事
業
」
や
、
青

森
県
八
戸
市
の
市
営
書
店
「
八
戸
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
紹
介
。「
本
を
読
ま
な
く
な
っ
て

い
る
の
が
書
店
衰
退
の
最
大
原
因
。
本

を
買
っ
て
読
む
こ
と
は
文
化
の
パ
ト
ロ

ン
に
な
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
、
図
書

館
、
出
版
社
、
書
店
は
伝
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
会
終
了
後
に
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
参
加
者
に
よ
る
、
名
刺
交
換
の
場
も

設
け
ら
れ
た
。

　

千
代
田
図
書
館
に
よ
る
と
、
今
回

の
情
報
交
換
会
は
プ
レ
開
催
で
あ
り
、

２
０
２
４
年
中
に
本
開
催
を
目
指
し
て

い
る
。

民
話
の
語
り
で
地
域
分
文
化
の

伝
承
に
貢
献
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毎
週
金
曜
日
の
朝
15
分
間
に
各
学
年

（
幼
稚
園
～
６
年
生
）
へ
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
お
り
、
10
月
に
は
隊
員
に
よ

る
「
メ
ル
ヘ
ン
ア
ワ
ー
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
朝
の
忙
し
い
時
間
帯
で
の
読
み
聞
か

せ
で
あ
る
た
め
、
新
規
メ
ン
バ
ー
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
保

護
者
に
は
年
１
回
で
も
参
加
を
依
頼

し
、「
保
護
者
の
読
み
聞
か
せ
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
体
験
を
通
じ
、

家
庭
で
本
に
関
す
る
話
題
が
増
え
、
活

動
へ
参
加
す
る
保
護
者
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　

参
加
す
る
隊
員
や
運
営
す
る
側
が

「
み
ん
な
が
楽
し
く
、
楽
し
む
こ
と
」

が
で
き
る
よ
う
無
理
の
な
い
活
動
を
心

が
け
て
い
る
。

　
読
み
聞
か
せ
の
あ
と
、
時
間
的
余
裕

の
あ
る
隊
員
が
、
読
み
聞
か
せ
の
様
子

や
日
々
の
活
動
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場
を
設
け
て
い

る
。

　
今
い
ち
ば
ん
の
希
望
は
、
新
し
い
隊

員
を
増
や
す
こ
と
。
隊
員
が
増
え
る
こ

と
で
年
齢
層
や
職
種
な
ど
の
幅
も
広
が

り
、
そ
れ
ら
の
方
々
を
活
か
し
た
取
組

が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
新
た
な

読
書
の
魅
力
を
発
信
で
き
、
新
た
な
時

代
に
そ
っ
た
活
動
が
で
き
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

市
内
の
全
小
中
学
校
で
「
朝
の
読
書
」

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
講
演

会
が
役
立
っ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と

で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、『
二
宮
金

次
郎
』や
、小
野
和
子
氏
の
民
話
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
『
う
た
う
ひ
と
』
の
映
画

会
を
参
加
人
数
を
制
限
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
お
た
が
い
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
研

修
旅
行
で
は
、
文
化
施
設
や
文
化
人
、

郷
土
の
祭
り
を
た
ず
訪
ね
る
な
ど
、
充

実
し
た
研
修
に
な
る
よ
う
工
夫
を
重

ね
、
多
数
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
思
い
出
深
い
の
は
、
尼
崎
市
の

森
信
三
先
生
や
砥
部
町
の
坂
村
真
民
先

生
を
訪
ね
、
ご
講
話
を
拝
聴
し
た
こ
と

で
す
。

　
市
文
化
祭
で
は
、
読
書
の
楽
し
さ
や

地
域
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し

た
が
、
２
０
１
９
年
か
ら
市
内
の
小
中

学
生
の
参
加
を
得
て
民
話
を
語
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
お
は
な
し
を
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
へ

の
愛
着
や
読
書
の
楽
し
さ
大
切
さ
を
伝

え
ら
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
よ
り
発
行
の
会
誌
に

は
、各
読
書
会
の
様
子
や
行
事
を
掲
載
。

読
む
仲
間
が
増
え
る
よ
う
、
魅
力
あ
る

活
動
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

し
、
２
０
０
４
年
、
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
三
島
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
８
０
、１
９
８
１
年
度
の
会
員

数
は
、
650
名
を
超
え
、
市
立
図
書
館
と

共
催
で
読
書
推
進
大
会
も
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
幼
稚
園
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
解
散
す
る
な
か
、
会

員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
２
０
２
３
年
度

の
会
員
数
は
、３
グ
ル
ー
プ
23
名
で
す
。

　
読
書
会
で
テ
キ
ス
ト
を
輪
読
し
、
話

し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
読
み
を
深
め
、

琴
線
に
ふ
れ
る
こ
と
ば
に
出
会
え
う
こ

と
が
継
続
の
た
め
の
大
切
な
要
素
と

な
っ
て
お
り
、毎
月
の
読
書
会
記
録（
年

１
回
の
グ
ル
ー
プ
も
有
）
を
作
成
す
る

な
ど
、地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
来
年
、
連
絡
協
議
会
は
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
間
で
協
力
し
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
以
下
に
列
挙
す
る
読

書
講
演
会
、
研
修
旅
行
、
市
文
化
祭
参

加
、
会
誌
発
行
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
対
象
の
読
書
講
演
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
俳
人
・
夏
井
い
つ

き
氏
を
迎
え
て
の
「
こ
と
ば
っ
て
楽
し

い
」
で
は
、
参
加
者
同
士
が
和
気
あ
い

あ
い
に
句
作
し
、
の
ち
に
俳
句
を
始
め

ら
れ
た
方
も
。
ま
た
、
朝
の
読
書
提
唱

者
の
林
公
氏
に
よ
る
「
今
な
ぜ
朝
の
読

書
が
必
要
な
の
か
」が
発
端
と
な
っ
て
、

　

伊
平
屋
小
学
校
メ
ル
ヘ
ン
隊
は
、

２
０
０
３
年
４
月
に
、
伊
平
屋
小
学
校

の
校
長
（
当
時
）
の
発
案
に
よ
っ
て
発

足
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
を

確
実
に
お
さ
え
、
読
書
の
習
慣
化
を
目

指
し
、
現
在
に
い
た
る
。

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
賛
同
す
る

保
護
者
、
学
校
教
職
員
が
「
メ
ル
ヘ
ン

隊
」
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
現
在
34

名
で
運
営
。

伊
平
屋
小
学
校

メ
ル
ヘ
ン
隊

沖
縄
県
島
尻
郡
伊
平
屋
村

〈
推
薦
〉

沖
縄
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

屋
良　

篤

　
１
９
６
４
年
11
月
、
伊
予
三
島
市
読

書
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
と
し
て
発
足

三
島
読
書
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

愛
媛
県
四
国
中
央
市

〈
推
薦
〉

愛
媛
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

森
川　

啓
子

な
し
』、
２
０
１
９
年
に
「
岩
美
の
み

ん
わ
」
の
２
冊
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
７
名
の
会
員
で
、
図
書
館
が

主
催
す
る
の
毎
月
の
「
お
は
な
し
会
」

で
子
ど
も
た
ち
に
語
っ
た
り
、
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
の
会
で
語
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

「
岩
美
に
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
だ
か
」

な
ど
の
声
に
支
え
ら
れ
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
年
齢
が
高
く
、
80
代
３
名
、

70
代
３
名
、
60
代
１
名
で
す
。
お
は
な

し
を
覚
え
る
の
も
一
苦
労
で
す
。

「
お
は
な
し
会
」
に
来
る
子
ど
も
た
ち

は
コ
ロ
ナ
化
以
降
、
低
年
齢
化
し
ま
し

た
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
「
岩
美
の

み
ん
わ
」
を
理
解
し
楽
し
ん
で
も
ら
う

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
模
索
中
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
目
と
耳
で
若
い
世

代
へ
「
岩
美
の
み
ん
わ
」
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
「
メ
ル
ヘ
ン
ア
ワ
ー
」



事
務
局
報
告
（
７
月
）

・
１
日
＝
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
」

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
書　
入
稿

☆
１
日
＝
「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」

推
薦
依
頼
を
道
府
県
読
進
協
へ
依
頼

☆
１
日
＝
役
員
交
代
に
係
る
登
記
関
連
資
料
を

司
法
書
士
事
務
所
に
送
付

☆
５
日
＝
会
員
社
に
総
会
報
告
書
を
郵
送

☆
５
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
680
号 

入
稿

・
６
日
＝
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
ふ
く
し
ま
」　

開
催

☆
８
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
680
号 

責
了

☆
10
日
＝
日
本
雑
誌
協
会
へ
「
読
書
週
間
広
報

広
告
」
掲
載
協
力
を
依
頼

☆
11
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
募

集
」
事
務
局
選
考
会

・
11
日
＝
千
代
田
区
立
図
書
館
「
出
版
情
報
交

換
会
“
は
じ
め
の
一
歩
”
か
ら
始
め
ま
せ

ん
か
!!
」
出
席
（
日
比
谷
図
書
文
化
館
）

☆
12
日
＝
機
関
紙
「
読
書
推
進
運
動
」
680
号　

出
来

・
12
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

２
０
２
４
年
度 

第
１
回
総
会　
開
催

☆
16
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
募

集
」
デ
ザ
イ
ナ
ー
選
考
会　
開
催

☆
19
日
＝
「
読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
募

集
」
選
定
事
業
委
員
会　
開
催

☆
19
日
＝「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、「
読
書
週
間
」
趣
旨
書　
入
稿

・
21
日
＝
「
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
50
周
年
記
念
連
続
講
座

『
絵
本
画
家
・
赤
羽
末
吉
の
誕
生
と
そ
の

業
績
』」
出
席
（
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
）

☆
22
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、「
読
書
週
間
」
趣
旨
書　
責

了
☆
23
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
２
回 

常
務
理
事

会　
開
催

☆
26
日
＝「
野
間
読
書
推
進
賞
」推
薦
締
め
切
り

・
27
日
・
28
日
＝
日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
研

究
大
会　
出
席
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

・
29
日
＝
第
29
回
「
日
本
絵
本
賞
」
表
彰
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ　
出
席（
城
西
国
際
大
学
）

・
30
日
＝「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、「
読
書
週
間
」
趣
旨
書　
出
来

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
こ
の
号
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お

り
、本
年
度
の
「
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
「
読
書
推
進
運
動
協
議
会
賞
」
に
食
を

テ
ー
マ
に
し
た
本
を
選
ん
だ
。「
読
書
と

食
」
は
と
て
も
親
和
性
が
高
い
と
思
っ
て

お
り
、
本
を
読
み
、
食
事
を
楽
し
む
生
活

を
長
く
続
け
て
き
た
。

●
池
波
正
太
郎
さ
ん
は
『
鬼
平
犯
科
帳
』

や
『
剣
客
商
売
』
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
や
、

数
多
の
長
編
も
存
分
に
読
ん
で
き
た
が
、

じ
つ
は
『
食
卓
の
情
景
』
を
は
じ
め
と
す

る
食
が
テ
ー
マ
の
エ
ッ
セ
イ
の
大
フ
ァ
ン

で
あ
る
。
何
冊
も
何
度
も
く
り
か
え
し
読

ん
で
き
た
が
、
料
理
の
こ
と
、
お
店
の
こ

と
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
食
事
や
旅
の

「
作
法
」
を
学
ん
で
き
た
よ
う
に
も
思
う
。

ち
な
み
に
神
保
町
、
小
川
町
界
隈
に
ゆ
か

り
の
お
店
が
多
い
の
も
う
れ
し
い
。
60
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
、
長
く
働
い
た
音
羽
を
離

れ
、
こ
の
地
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、な
に
か
の
ご
縁
か
と
思
っ
て
い
る
。

●
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
著
者

の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
が
亡
く
な

る
ま
で
、
新
刊
が
出
る
の
を
待
ち
か
ま
え

る
よ
う
に
読
み
続
け
て
き
た
ス
ペ
ン
サ
ー

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
料
理
を

す
る
シ
ー
ン
が
さ
か
ん
に
描
か
れ
る
。
従

来
の
い
わ
ゆ
る
「
タ
フ
ガ
イ
」
が
主
人
公

の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
と
異
な
る
「
ネ
オ
・

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
な
ど
と
い
わ
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
レ
シ
ピ
も
詳
細
で
、
肉
の
焼

き
方
を
ま
ね
し
て
み
た
り
も
し
た
し
、
ス

ペ
ン
サ
ー
の
飲
み
方
を
食
前
酒
と
食
中
酒

の
ア
レ
ン
ジ
の
参
考
に
し
た
り
も
し
た
。

●
よ
い
本
と
、
お
い
し
い
食
事
は
生
活
を

豊
か
に
す
る
、
心
の
底
か
ら
そ
う
信
じ
て

い
る
。
み
な
さ
ま
と
、
良
書
の
出
会
い
を

祈
念
し
て
乾
杯
！　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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大賞
（ポスターイラストに採用）

熊　梨江さん

　
７
月
19
日
㈮
、
公
益
社
団
法
人 

読

書
推
進
運
動
協
議
会
の
「
読
書
週
間
ポ

ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
選
定
事
業
委
員
会
」

（
出
席
11
名
）が
開
催
さ
れ
、「
２
０
２
４ 

第
78
回 

読
書
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
用

イ
ラ
ス
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
応
募
総
数
は
３
８
１
点
。

事
務
局
に
よ
る
第
一
次
選
考
で
24
点
を

選
び
、
第
二
次
選
考
で
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

２
名
が
12
点
を
厳
選
。
最
終
選
考
を
事

業
委
員
に
よ
る
選
考
委
員
会
が
行
い
、

大
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
の
受
賞
者
を
決

定
し
ま
し
た
。×　

×　
×

■
大
賞（
賞
金
10
万
円
）
─
─
─
１
名

熊　
梨
江
さ
ん　
　
（
長
崎
県
長
崎
市
）

■
優
秀
賞（
賞
金
１
万
円
）
─
─
３
名

本
間　
咲
羽
さ
ん
（
宮
城
県
仙
台
市
）   

つ
だ
ん
ぼ
さ
ん   （
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

塚
越　
績
さ
ん　
　
（
大
阪
府
貝
塚
市
）

■
入
選（
記
念
品
）
─
─
─
─
─
８
名

狹
間　
理
子
さ
ん　
（
北
海
道
石
狩
市
）

井
之
上
竜
子
さ
ん　
（
埼
玉
県
新
座
市
）

牛
尼　
陽
菜
さ
ん　
（
東
京
都
文
京
区
）

佐
藤　
桃
華
さ
ん　
（
東
京
都
文
京
区
）

小
堀　
藍
さ
ん　
（
東
京
都
東
村
山
市
）

小
林　
理
恵
さ
ん　
（
東
京
都
町
田
市
）

伊
藤　
明
大
さ
ん　
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

た
し
ま
さ
と
み
さ
ん（
福
岡
県
福
岡
市
）

×　
×　
×

　
本
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
は
、

標
語
「
こ
の
一
行
に
逢
い
に
き
た
」
を

テ
ー
マ
に
募
集
。
応
募
者
の
み
な
さ
ん

は
、「
一
行
に
逢
う
」
を
ど
う
表
現
す

る
の
か
、
苦
心
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
心

に
響
く
フ
レ
ー
ズ
に
出
会
っ
た
喜
び
や

驚
き
を
描
く
、
物
語
に
没
入
し
て
一
行

を
探
す
旅
を
す
る
、
な
ど
の
作
品
が
目

立
ち
ま
し
た
。

　
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
熊
梨
江
さ

ん
。
本
を
読
む
少
年
の
不
思
議
な
浮
遊

感
が
印
象
的
な
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

　
優
秀
賞
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。
受

賞
作
は
す
べ
て
、
読
書
推
進
運
動
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

２
０
２
４ 

第
78
回 

読
書
週
間

ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
決
定
！

本間　咲羽さんつだんぼ さん塚越　績さん


